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「
和
讃
の
お
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　
真
宗
大
谷
派
　
鍵
役

　
　
　
　
　
　
　
宣
心
院
　
大
谷
　
暢
文

『
諸
経
讃
（
八
）』

　

信
心
よ
ろ
こ
ぶ
そ
の
ひ
と
を

　

如
来
と
ひ
と
し
と
と
き
た
ま
ふ

　

大
信
心
は
仏
性
な
り

　

仏
性
す
な
は
ち
如
来
な
り

（
信
心
を
得
て
法
を
喜
ぶ
人
を
如
来
と
等

し
い
と
お
釈
迦
さ
ま
は
説
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
大
信
心
は
仏
性
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
仏
性
と
は
、
す
な
は
ち

如
来
で
あ
り
ま
す
。）
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こ
の
ご
和
讃
の
は
じ
め
の
二
句
は
『
華

厳
経
』
の｢

こ
の
法
を
聞
い
て
信
心
を

歓
喜
し
て
疑
い
な
き
も
の
は
速
や
か
に

無
上
道
を
成
ら
ん
。
も
ろ
も
ろ
の
如
来

と
ひ
と
し
と
な
り
」
に
依
っ
て
い
ま

す
。
親
鸞
聖
人
は
、
こ
の
箇
所
を
『
教

行
証
文
類
』
の｢

信
巻
」
の｢

信
楽
釈

｣

に
お
引
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
信
心
を
い
た
だ
い
て
歓
喜
す
る
人

は
、
必
ず
無
上
仏
果
を
開
く
人
で
あ
る

か
ら
、
凡
夫
で
あ
り
な
が
ら
す
で
に
如

来
と
等
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
を｢

如
来
等
同｣

と
い
い

ま
す
。
後
の
二
句
は
『
涅
槃
経
』
の｢

大
信
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
仏
性
な
り
、

仏
性
す
な
は
ち
こ
れ
如
来
な
り
」
に
依
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
凡
夫

が
如
来
と
な
ぜ
等
し
い
の
か
と
い
う
理

由
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
如
来
よ
り
賜
り

た
る
信
心
が
、
そ
の
ま
ま
仏
性
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
仏
性
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
に
お
い

て
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
宗
派
で
、
こ
の
仏
性
が
論
じ
ら
れ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
親
鸞
聖
人
は
仏
性

に
つ
い
て
『
華
厳
経
』
と
『
涅
槃
経
』

に
依
っ
て
、
そ
こ
か
ら
お
釈
迦
さ
ま
の

本
意
を
開
顕
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

浄
土
往
生
の
因
（
原
因
）
と
果
（
結
果
）

を
『
諸
経
讃
』（（
五
）
か
ら
今
回
の
（
八
）

ま
で
）
の
四
首
に
お
い
て
、
適
宜
転
用

な
さ
っ
て
い
ま
す
。
仏
果
を
あ
ら
わ
す

言
葉
と
し
て
『
諸
経
讃
』（
五
）
で｢

無

上
上
」｢

真
解
脱｣

、（
六
）
で
「
一
子
地｣

、

　
　
　
三
月
の
法
座
・
行
事

　
　
　
　
　
　
　

　
　
十
二
日
・
闡
如
上
人
御
逮
夜
・
常
永
代
経
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
後
一
時
半
）

　
　
　
　
　
・
同
朋
の
会
例
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

午
後
二
時)

      

十
三
日
・
闡
如
上
人
御
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
八
時
）　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
二
十
四
日
・
正
信
偈
書
写
の
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
十
時
）

　
　
　
　
　
・ 

春
季
彼
岸
会
並
総
永
代
経
法
要

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
御
講
師
　
岡
崎
別
院
御
輪
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
大
　
師
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
午
後
一
時
半
）

　　
二
十
五
日
・
蓮
如
上
人
御
祥
月
御
命
日

　　
二
十
七
日
・
宗
祖
聖
人
御
逮
夜

　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　（
午
後
二
時
）

　
二
十
八
日
・
宗
祖
聖
人
御
命
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
午
前
八
時
）
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一
念
慶
喜
す
る
ひ
と
は

　
　
　

往
生
か
な
ら
ず

　
　

さ
だ
ま
り
ぬ

　
　
　
　

︵
法
語
カ
レ
ン
ダ

︶
よ
り

　
◆
敬
　
　
弔

   

生
前
の
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
　

　
意
を
表
し
ま
す
。

   

法
　
名
　
　
　
瑠
璃
院
釋
一
徳

   

俗
　
名
　
　
　
佐
藤
　
太
一
郎

　
一
月
三
十
一
日
寂
　
　
享
年
七
十
九
歳

   

法
　
名
　
　
　
慈
照
院
釋
順
証　

   

俗
　
名
　
　
　
松
原
　
順
一

　
二
月
二
十
一
日
寂
　
　
享
年
八
十
六
歳

　　

編　集　後　記
　　
今
回
初
め
て
六
字
城
の
編
集
に
携
わ

ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
六
字
城
は

多
く
の
方
が
ご
覧
に
な
ら
れ
る
も
の
で

す
の
で
、
粗
相
が
な
い
よ
う
に
繰
り
返

し
確
認
し
ま
し
た
。
言
葉
と
い
う
の
は

一
文
字
の
誤
り
で
も
、
伝
え
よ
う
と
し

て
い
た
思
い
と
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
緊
張

感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
河
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（
七
）
で｢

如
来｣

「
涅
槃
」「
仏
性
」
を

出
し
、
お
浄
土
に
お
け
る
滅
度
の
悟
り

（
果
）
を
示
し
ま
す
。
次
い
で
（
八
）
で

因
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の
因
と
な

る
の
が｢
大
信
心
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

親
鸞
聖
人
は｢
信
巻
」
に
お
い
て
『
涅

槃
経
』
の｢

一
切
衆
生
、
つ
い
に
さ
だ

め
て
ま
さ
に
大
信
心
を
も
っ
て
の
ゆ
え

に
、
こ
の
ゆ
え
に
説
き
て
一
切
衆
生
悉

有
仏
性
と
い
ふ
な
り
」
と
引
か
れ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
の
衆
生
は
仏
に
な
れ
な

い
も
の
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
悪
人
で

あ
っ
て
も
、
心
を
翻
し
て
信
心
を
得
る

こ
と
に
よ
り
仏
と
な
り
う
る
の
で
あ
る

と
い
た
だ
か
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
親
鸞

聖
人
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
回
向
さ
れ
る

お
名
号
の
お
力
に
よ
っ
て
仏
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
お
釈

迦
さ
ま
の
真
意
を
お
汲
み
取
り
に
な
っ

た
の
で
す
。

◆
春
季
彼
岸
会
並

　
　
総
永
代
経
法
要
の
ご
案
内

　
天
満
別
院
で
は
左
記
の
日
程
で
春
季
彼

岸
会
並
総
永
代
経
法
要
を
お
勤
め
い
た
し

ま
す
。

　
尚
、
法
要
の
後
、
法
話
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

　
日
　
時
　
　
三
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
よ
り
勤
行

　　
場
　
所
　
　
天
満
別
院
本
堂

　　
御
講
師
　
　
岡
崎
別
院
御
輪
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
大
　
師

　

　◆
真
宗
本
廟

　
　
春
の
法
要
の
ご
案
内

　
真
宗
本
廟
で
は
左
記
の
日
程
の
通
り
、

春
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
（
土
）

　
師
徳
奉
讃
法
要
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時

　
親
鸞
聖
人
御
誕
生
会
　（
音
楽
法
要
）

　
　
記
念
講
演
　

　
　
　
御
講
師
　
同
朋
大
学
特
別
任
用
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
惺
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
二
十
分
　

四
月
二
日
（
日
）

　
全
戦
没
者
追
弔
法
会
　 

午
前
十
時

　
　
記
念
講
演
　

　
　
御
講
師
　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　
澤
地
　
久
枝
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
半

四
月
三
日
（
月
）

　
相
続
講
員
物
故
者
追
弔
会 

兼

　
　
　
帰
敬
式
受
式
物
故
者
追
弔
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時

四
月
四
日
（
火
）

　
　
　
　

　
　
闡
如
上
人
二
十
五
回
忌
法
要
日
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時

◆
別
院
墓
地
の
ご
案
内

　
現
在
、
天
満
別
院
で
は
真
宗
の
ご
門

徒
の
墓
地
使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
冥
加
金
、
申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は

別
院
寺
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

尚
、
収
骨
等
の
儀
式
執
行
は
別
院
職
員

が
執
り
行
い
ま
す
。

　
中
国
に
、「
盡
日
（
じ
ん
じ
つ
）

春
を
尋
ね
て
春
を
見
ず
」
と
い
う

詩
が
あ
る
そ
う
で
す
。春
が
来
た
、

春
が
来
た
と
い
う
の
で
春
を
探
し

に
一
日
中
、
早
朝
く
か
ら
野
山
を

か
け
巡
り
春
を
探
し
廻
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
春
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
疲
れ

　
　
　
　
　
た
足
を
引
き
づ
り
、
わ
が
家
に
帰

　
　
　
　
　
り
縁
先
に
腰
掛
け
て
ふ
と
見
る

と
、
目
の
前
に
梅
の
花
が
一
輪
さ
い
て
い
た
の

に
目
が
つ
い
た
。
あ
あ
春
は
こ
こ
に
来
て
い
た

の
だ
と
は
じ
め
て
気
付
い
た
と
い
う
意
味
の
詩

で
あ
る
。
春
は
枝
頭
に
在
っ
て
既
に
十
分
。
春

は
遠
く
に
探
し
求
め
ず
と
も
、
今
、
こ
こ
に
来

て
い
た
。

「
阿
弥
陀
仏
　
み
な
み
に
在
る
を
　
知
ら
ず
し

て
　
西
を
願
う
は
　
は
か
な
か
り
け
り
」
一
休

禅
師
の
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
中
に
一
休
さ
ん

の
頓
智
が
あ
る
。「
み
な
み
に
在
る
」
と
聞
け

ば
「
南
」
の
方
角
を
私
た
ち
は
思
う
。
こ
れ
が

頓
智
で
あ
る
。「
み
な
み
」
は
「
皆
身
」
な
の

で
す
。
阿
弥
陀
仏
は
み
ん
な
一
人
一
人
の
身
の

中
に
在
る
の
だ
。
来
て
い
る
の
だ
。
阿
弥
陀
仏

も
遠
く
で
は
な
い
、
つ
ね
に
私
を
離
れ
て
い
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
お
念
仏
が
出
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
こ
と
も
わ
か
ら
ず
に
西
の
方
角
を
願

う
は
は
か
な
い
こ
と
で
す
。
と
教
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
と
お
き
は
ち
か
き
道
理
、
ち
か
き
は
遠
き
道

理
な
り
。「
灯
台
本
く
ら
し
」（
蓮
如
上
人
御
一

代
記
聞
書
）
で
あ
る
。

輪番雑感


